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2025 年度 DRP 検討委員会 
第 1 回会合議事録（案） 

 
日時： 2025 年 4 月 11 日（金） 10:00～11:41 
場所： オンライン 

 
 
1. 議題： 

1. 2025 年度活動方針について 
2. 2025 年度第 1 回 JP-DRP パネリスト候補者研修会にむけて 
3. パネリスト候補者を含む手続関係者向けの情報提供（ガイド）と裁定文レビューについて 
4. JP-DRP 裁定検索システムのアップデートについて 
5. JP-DRP 紛争処理機関の複数化について 
6. その他 

 
 
2. 資料一覧： 

資料 1        2025 年度 DRP 検討委員会 検討課題リスト（案） 
 

参考資料 2    2025 年度パネリスト候補者研修開催に向けて 
参考資料 4    JP-DRP 裁定検索システム タグ付け案 

（JP2024-0009～JP2024-0025） 
 
 
3．出席者(50 音順)(敬称略) 
 

 氏名 所属 
DRP 検討委員会 委員長 井上  葵 アンダーソン・毛利・友常 法律事務所 弁護士 
DRP 検討委員会 委員 卜部 晃史 弁護士法人 瓜生・糸賀法律事務所 弁護士 
DRP 検討委員会 委員 早川 吉尚 立教大学 教授/弁護士 

DRP 検討委員会 委員 山口 裕司 大野総合法律事務所 弁護士 
日本知的財産仲裁センター運営委員長 

担当理事 曽根 秀昭 JPNIC 副理事長 DRP 担当 
担当理事 中村 素典 JPNIC 理事 DRP 担当 

JPNIC 事務局：是枝 祐、高山 由香利、根津 智子 
 
4．傍聴 
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株式会社日本レジストリサービス（JPRS） 1 名  
 
5．議事 

 
10 時 00 分に井上委員長により開会された。 
 
 
議題 1．2025 年度活動方針について 
 
 2025 年度の活動方針について、2024 年度 DRP 検討委員会からの継続案件などを考慮した上で、資

料 1 の内容を活動方針とすることを確認した。 
 

 JP-DRP 裁定例検討専門家チームの設立手続きも済んでおり、4 月 16 日（水）に第 1 回会合を開催
予定であることが JPNIC 事務局より伝えらえた。 

 
 シンポジウム（2026 年 1 月 23 日＠弁護士会館「クレオ」（予定））の開催に向けては、秋ごろにフラ

イヤの配布ができるよう、後援申請などの必要な手続きを進めることが確認さされた。 
 
 次の本委員会会合で、JPNIC 事務局より企画書案を提出し、議論することとなった。 
 
 
議題 2．2025 年度第 1 回 JP-DRP パネリスト候補者研修会にむけて 
 
 2025 年度第 1 回 JP-DRP パネリスト候補者研修会は、2025 年 6 月 27 日（金）13:30-15:30 に仲裁

審問東京施設にて開催することとなった。 
 
 新たにパネリスト候補者が増える予定であるため、新任の方々にとって参考となるよう、JP-DRP 解

説草案の解説（話者：井上委員と山口委員）と手続言語の解説（話者：最近英語の裁定に関わった山
口委員）を行い、参加者に議論してもらうこととする。 

 
 研修会前後でパネリスト候補者からの意見を収集できるよう、資料に意見収集用のメールアドレス

を記載することとなった。 
 
 
議題 3．パネリスト候補者を含む手続関係者向けの情報提供（ガイド）と裁定文レビュー 

について 
 
 JP-DRP 裁定例検討専門家チームの第 1 回会合（4 月 16 日）で議論を行うにあたり、草稿の進捗や

会場の確認などが行われた。 
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議題 4．JP-DRP 裁定検索システムのアップデートについて 
 
 JP-DRP 裁定検索システムのデータをアップデートするにあたり、16 件の事件（JP2024-0009～

JP2024-0025）のデータについて、分類を行った山口委員より説明を受けて確認を行った。特段のコ
メントはなかったため、同データを JP-DRP 裁定検索システムに反映することとした。 

 
 
議題 5．JP-DRP 紛争処理機関の複数化について 
 
 2024 年度の会合において、JIPAC と ADNDRC や IDRC との提携の可能性について山口委員から

情報共有があり、紛争処理機関の認定について議論が行われた。個別の機関の認定について検討す
る前に、まずは紛争処理機関の認定にあたっての要件定義についての検討が必要ではないかと考え、
本議題を挙げたことが JPNIC 事務局より説明された。 
 

 紛争処理機関の複数化については、冗長化や競争環境という点からも望まれることがかねてより認
識されている。議論の手始めに、ICANN における紛争処理機関の認定要件について確認することが
提案された。 

 
 ICANN における紛争処理機関の認定要件について次回会合で確認できるよう、JPNIC 事務局が問

い合わせることとなった。 
 
 
議題 6．その他 
 
 次回検討委員会会議は、2025 年 6 月 20 日（金）10:00～12:00 に開催することとする。 
 
 
以上をもって、井上委員長により会議は 11 時 41 分に閉会された。 
 
 

以上 


